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君だけに 伝わる声で さようなら
真夏日に吹く爽やかな風のように生きたい
君だけを 愛した日々よ さようなら
初めから分かっていたから
どうしても傍に居たかったけれど
人生は儚い 別れは付き物さ
仕方がない 最高な思い出が全てを包む
君だけに 伝わる声で さようなら
真夏日に咲く爽やかな花のように生きたい
君だけを 夢見た日々よ さようなら
春が過ぎて 夏は刹那
切ない秋も冬で忘れ去った記憶
未練は要らない 全てが振り出しさ
しわくちゃの あの日のプリクラも全てを捨てる
君だけに 伝わる声で さようなら
真夏日に行く爽やかな君のように行きたい
君だけを 愛した日々よ さようなら
どうか元気で 幸せで 笑っていて
いつまでも君のままでいて…
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夏日に たまに吹く涼しい風のように 生きたい

はたち



https://slib.net/a/21084/
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